








1986 年７月に三井名誉会員が燃料電池開発情報センターを創立されてから、丁度 20年が経過した。
1986 年といえば略その頃に、11000kWの米国製 PAFC を東京電力が、200kWの同 PAFC10 基ずつを東京
ガスと大阪ガスが夫々真剣な企業決断をして本格的なフィールドテストを実施していた。それは PAFC を育て
て来た米国よりもむしろ進んだ取り組みであった。この動きは国内メーカーにも当然強い刺激を与え、燃料電
池の開発、事業化は米国に追いつけ、追い越せというムードを醸成し、政府もまた支援体制を整え始めたので
ある。そして 11000kW，200kWとも関係各社の懸命な努力で米本国より良好なテスト結果を得たものの、
実用機としてみた場合、長期の運転信頼性、設備費の割高感の点でいま一歩の改善を要することが確認された。
一方、そのころ、コージェネ用のガスエンジン、ガスタービンの技術進歩は目覚しく、電力向けのコンバイ
ンドサイクル機器も一段と性能が上がり小型化も進みつつあった。
即ち燃料電池にとっては、市場での競争相手が急速に進歩を遂げつつある環境にあった中で、ガス業界も主
として業務用需要家に対し懸命な販売努力を重ねたが、200kW，100kWの燃料電池は 1990 年代に年平均 20
台弱の設置数であり、大半がフィールドテスト事業または、新エネルギー事業者支援事業として、なんらかの
国の支援を得たものであった。結局本格的な市場導入には至らない状況で足踏みを続けていたわけである。
この間、量産に乗り易い有機高分子膜を電解質に使って、低温で発電出来る特性を持った PEFC の開発が急

速に進み、家庭用燃料電池、自動車用燃料電池として関係筋の注目を集め始め、国の技術開発の重点も PAFC は
一段落したものとして、PEFC へ移行する状況となった。
家庭用、自動車用に燃料電池が使えるとなると、膨大な需要が見込める訳でもあり、燃料電池に対する新た
な期待も高まって、社会的関心が一段と強まり、色々な分野の技術者が燃料電池に首を突っ込む雰囲気が生ま
れた。
燃料電池開発センターの会員数もこのころから増え始め、現在に至るまで増勢が衰えていない。これは燃料
電池技術の研究開発の動きにも明確に影響を与えつつあり、当センターの主催する技術シンポジュウムでも発
表内容、数ともステディな上昇を続けている。
しかしながら、率直に言って現在までに燃料電池の実用化が、PEFC について大きく前進したとは必ずしも言
える状況ではない。勿論時間と共に技術内容の進化には見るべきものが多々あるが、PAFC が市場に今一歩の所
で逡巡している事実をここでも謙虚、かつ真剣に吟味すべきではなかろうか。
家庭用については、通常の系統電力や、小型ガスエンジンコジェネに対する現実的競争力の解析、またハンディ
キャップとなって居る点（電池寿命、設備費など）の克服のための条件の提示など、現状の把握をきちんとし
た上で、将来の本格商品の条件整備を図る必要があろうし、自動車用については、燃料として純水素しか使え
ぬとすると、水素のコストダウン、水素充填所の整備を現実的にした上で、通常のハイブリッド型との冷静な
比較をして、競争し得る条件を社会にも開示すべきではなかろうか。
勿論省エネ、環境影響を配慮した燃料電池への公的支援は相当程度必要とは考えるが、本格商品はそれを含
めても競合商品に勝ち目がなければならないのである。
燃料電池開発情報センターは、会員の御協力を得て 20 年に亘って営々として燃料電池技術情報を集積し、
世界でもユニークな活動を続けてきたが、この辺で PAFC 、PEFC は勿論各種の燃料電池について、本格的市場
導入のための技術条件の（経済条件も含め）提示を出来るだけ定量的な形でするべきではなかろうか。
個人的にも 30余年になる燃料電池との関わりを持った筆者が、今当センターに最も期待したい仕事である。

Hirofumi　Kataoka
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